
作業管理 水管理 保全管理
直播、施
肥・防除

収穫品質 分娩管理 作業補助 獣害対策

背景及び取組概要

○ 当地域では、集落協定による任意の受託組合のうち、法人化を目指す組織に対し、スマート農業技
術実証を通した省力化技術の導入検討を支援した。

○ 中山間地域の狭小、不整形な棚田において、ドローンを活用した水稲直播き、水管理システムによ
る自動・遠隔制御等による省力化、食味センサー付きコンバインによる品質の向上、リモコン式草
刈り機による法面管理の省力化に取り組む。

○ 肉用牛繁殖経営において、分娩予測・監視システムの導入により、分娩事故防止と複合経営におけ
る分娩管理の省力化に取り組む。

○ イノシシ、シカ等の獣害対策として、夜間監視システム、くくり罠捕獲通報システムによる被害防
止と対策の効率化を図る。

導入技術

自動水管理
システム
・水田の水管理
に要する労働時
間や見回り時間
の縮減

リモコン
式草刈機
・急傾斜で長い
法面の草刈り作
業の省力化と事
故防止

ドローン
は種・防除
・育苗や田植え
に要する時間と
労力を削減する
技術を実証

食味センサ付
コンバイン
・食味・収量
データをほ場管
理システムに集
積し、品質の向
上を図る

分娩監視
システム
・肉用牛生産に
おける分娩管理
の効率化、省力
化と事故防止

アシスト
スーツ
・負担の大きい
重量物の荷積
み・荷下ろし等
における作業負
担の軽減

捕獲通報
システム
・くくり罠の捕
獲通報システム
による管理時間
の縮減

ほ場管理
システム
・病害の発生予
察、収穫時期の
予測を行い作業
受託の効率化を
図り品質の高位
平準化を図る

＜経営概要 集落営農型受託組織（水稲 ２０ha） うち実証面積 水稲 20ha＞

中山間地域の棚田等を支える農業生産・農業基盤の省力管理技術の実証

下野西機械利用組合（宮崎県高千穂町）



目標に対する達成状況等

各研究項目の現在の達成状況

① 播種、施肥、防除作業についてドローン導入することで慣行移植栽培に比べ5割以上の作業時間縮
減が実証された。特に田植えから直播への切替えによる労働時間削減効果が高い。

② 気象観測、ほ場管理システムやドローンの活用し適期防除・適期収穫等を徹底した結果、当地域の
１等米比率は町内他地域67％と比較して97%と３割以上高くなった。

③ 開水路の自動給水栓設置圃場では、水管理の見回り、操作時間の６割以上の縮減、パイプラインで
は1給水栓3分程度の見回り短縮、揚水ポンプの使用電力量は日稼働時間の縮減もあった。

④ ウィンチを活用したリモコン式草刈機の作業により、45度以上の法面でも安全に作業ができたが、
人力による草刈りより事前準備等の労働時間が増加。

⑤ 食味・収量センサ付きコンバインと食味分析計で計測したタンパク含有値はコンバインデータが高
めの値となっていた。また、食味分析計で調査した８割において6.5以下を達成している。

⑥ 牛分娩予測・監視システムにより、分娩期の母牛の見回り及び分娩介助に要する時間を約3割縮減で
きた。また初産牛の分娩時期の予測により事故率が低下した。

⑦ 水稲苗運搬、籾摺り・乾燥時の籾運搬、畜産粗飼料わら梱包運搬におけるパワーアシストスーツの
作業負担軽減効果を確認。

⑧ くくり罠通報システムの活用により、鳥獣害対策に要する時間の１割縮減には至らなかったものの、
捕獲を事前確認できることにより、捕獲後の段取り等の面で効率化につながることが確認できた。

実証課題の達成目標

①慣行移植栽培の当該作業時間の３割縮減 ⑤県目標値（タンパク含有量6.5%以下）の実証ほ場数８割達成
②１等米比率の１割向上と管理・運営時間の1割縮減 ⑥分娩予定期の牛管理時間の１割縮減と分娩事故の防止
③水稲の水管理における見回り、操作時間の１割削減 ⑦パワーアシストスーツ利用による腰への負担軽減
④畦畔法面の草刈りに要する作業時間の１割縮減 ⑧鳥獣害対策に要する時間の１割縮減

達成状況⑥について農水省
パンフレットでは「分娩管
理時間を約３割縮減」と
なっています。「母牛管理
時間を６割以上縮減」につ
いて確認してください。
https://www.affrc.maff.g
o.jp/docs/smart_agri_pr
o/pdf/pamphlet/r2/R2_2
-



・気象観測をピンポ
イントで行い、取得
したデータを基に病
害の発生予察や適
期収穫時期を予測

気象観測システム

ほ場管理システム

・ほ場作業を圃場管理支援ｼｽﾃﾑに登録、作業に従
事するオペレータはスマートフォンで作業内容を確認、
作業の開始、作業終了を登録。作業日報の作成を省
力化可能

（成果①）気象観測・ほ場管理システムを利用した作業の効率化

実証結果取組概要

○気象観測システムを利用したいもち病の発生予察につ
いては、気象観測データの一部欠損が生じたことが原
因が不明ではあるが警報発令には至らなかった。

○１等米比率は、令和３年度実証地域で97％となり、町
内他地域の67％と比較して３割以上の高い値となった。
（表２）

○一方、収穫適期については、積算温度を計算すること
により収穫適期を予想し、期間内に収穫。（図１）

図1 適期収穫案内(イメージ）

表２　米の等級別割合

１等 ２等 ３等 規格外

実証地区 1,602 43 53 1 3

町内他地域 21,323 22 63 12 3

実証地区 1,225 97 2 0 1

町内他地域 20,668 67 29 4 0

等級別割合(％)
地域年度

検査点数

(袋)

R2

R3



自動給水栓の設置

・給水口の操作や水張り状態の確認の省力化
・条件の悪い水田や農道等における見回り時回避
・掛け流しによる用水ロスの縮減

（成果②）水管理システムによる給水の自動化・遠隔操作化

実証結果取組概要

○開水路における自動給水栓設置後の水管理見回り
の回数は、導入前と比較して１日当たり７回から2.5
回と64％縮減でき、見回り１回当たりの時間は68％
縮減（表１）。
○当地域は、取水口からポンプアップして山腹用水路
への給水を行い、水田の水供給を行っている。揚
水ポンプの稼働時間は、18時以降の使用が減少し、
日最大の電力使用量も減少傾向であり、節電・節
水効果が見られる（表２）。

自動給水栓を開
水路（青）とパイ
プライン（赤）の
あわせて18台導
入し、省力化を
検証。

水位・水温計

電動アクチュエータ
（自動給水装置）

表２　年度別揚水ポンプ稼働状況 (単位:kw/h)

年度 総電力量 日最大量 稼働日数 稼働日平均

R1 192,388 4,740 59/86日 3,206

R2 210,206 4,880 62/86日 3,503

R3 208,912 4,592 60/86日 3,482

・自動給水栓は令和2年8月に設置

実証結果について文末に
「（表１）」「（表２）」
を挿入しました。

表１について単位は「（分
回）」でしょうか。時間や
回数の単位を記載してくだ
さい。

表１　棚田の水管理見回りに要する労働の変化

慣行 36.7分 7回

自動給水栓導入後 11.7分 2.5回

対比　(導入/慣行) 32% 36%

１回あたりの

見回り時間

１日あたりの

見回り回数



（成果③）リモコン式草刈機による草刈作業の省力化

実証結果取組概要

・中山間地特有の広く急な法面での刈払機に
よる作業は負担が大きく、滑落事故の危険性
が高い。
・一部で導入されているトラクター装着型の草
刈機は、作業道沿いや未作付のほ場でしか
作業ができない等、利用が限定される。
・中山間棚田地域におけるリモコン草刈機の
法面活用により作業時間の縮減と作業事故
の防止を図る（実証法面面積約2,000㎡）。

・上方の杭にウインチのロープを結束
して下方の水田で栽培中でも作業が
できるような作業方法を実証する。

〇傾斜40度～45度の法面においても、機械が転落することなく作業できた。
〇刈払機による草刈１a当り9分17秒に対し、27分14秒から11分58秒（2.9倍
から1.3倍）と、作業時間の縮減には至らなかった。
〇ワイヤで吊る場合には、ワイヤーの緩みにより連結部に草が巻き込み、
横滑りしなくなり作業中断を生じ効率が上がらなかった。
〇トラクターつり下げ方式は、トラクターが走行する圃場の栽培期間中の作
業が困難となる。

ウインチ付きリモコン草刈機



（成果④）ドローンを活用した直播き、肥料・農薬散布

実証結果取組概要

食用稲及びWCS稲で直播慣行移植を実施。
○食用稲での全体作業時間は、ドローン実証区で慣
行区比の56％縮減となった。特にドローン直播作業
は田植え機移植作業と比べ８割以上の作業時間縮
減（図１）。
○WCS稲での播種作業時間はドローン実証区で慣行区（ミ
スト機による直播）比49％縮減となった。
○防除は従前から無人ヘリによる共同防除を実施して
おり、作業時間は同じだったが、防除適期対応(特に
２回目）が可能となったことで品質向上にもつながった。

・ドロ-ンによる狭小・不整形で移動時間のかかる棚田におけ
る田植、農薬散布、施肥作業の省力化
・ドロ-ンによる食用稲、WCS稲での直播を実施、対照区との
比較検証を行う（令和2年度12a、令和3年度26a）。

ドローン直播 田植え機による移植

ドローンによる施肥 散粒機による施肥
今後の課題（と対応）

徒長気味の生育となったため、棚田に適した播種量の
適正化を継続試験中。

図１ 棚田10a当たりの作業時間比較(分)



（成果⑤）食味付きコンバインを活用した施肥設計

実証結果取組概要

〇食味・収量センサー付きコンバインによる収穫作業を行い、
タンパク含有率のデータを圃場管理支援ｼｽﾃﾑに蓄積（表１）。
○調査した１０筆分について、コンバインの食味センサーと食
味分析計でタンパク含有率の比較。
〇コンバインの食味センサーの数値が6.3%～8.1%の範囲で
あったのに対し、食味分析計の数値は5.6～7%の範囲で
あった（図２）。

・食味・収量データ（令和２年度3ha、令和3年度4.3ha）のほ場
管理システムへの蓄積により、データの見える化を図る。
・施肥設計の改善を図り、県目標値のタンパク含有率6.5%以
下の実証ほ場数の割合８割を達成する。

写真１ 食味・収量センサー付きコンバイン

図２ コンバインセンサーと食味分析計のデータの相関
表１ 地区内刈取り実施状況

表１　圃場35筆のタンパク含有率分布

1 7 16 9 2

6.5～

7.0％

7.0～

7.5%

7.5～

8.0％

8.0%

以上

6.5%

未満



（成果⑥）肉用牛生産における分娩予測及び監視システムによる分娩管理

作業の省力化及び事故防止効果の実証

実証結果取組概要

・肉用牛繁殖と耕種等の複合経営が多く、作業が競合する
ため、分娩が近づいても十分に監視できない場合が多い。

・地域の分娩時の事故（流死産）率も約3.8％とリスクも
高い。

・分娩に際し、事前の対応が取れる様に、分娩予測通報シ
ステムによるお知らせ。

・監視カメラを自宅内などから観察でき、牛舎見廻りの負
担軽減を図り、分娩事故を防止。

写真３リビングでの分娩監視 写真４牛温恵本体(親子一体型)

〇分娩予測・監視システムの導入により、母牛の体温変化
や動きによる分娩時期の予測が可能となった。平均分娩

管理時間は慣行区の327.5分に比べ実証区(2年目)で
86.5分となり、３割縮減できた。（表１）
〇分娩事故は、分娩直後の母子に対して早期に状態確
認・処置が可能になっただけでなく、分娩介助が必要な
難産についても事前の準備含めた対応が可能になった
ことで、分娩事故防止に寄与したと言える（表２）。

写真１ 駆付け通報による分娩介助
（午前3時40分頃） 写真２ 牛温恵のセンサーと挿入棒

表１　母牛１頭あたりの分娩管理に要する時間

様子確認(分) 分娩介助(分) 分娩管理(分)

ｼｽﾃﾑ導入前 282.5 45.0 327.5

ｼｽﾃﾑ導入後2年目 59.2 27.3 86.5

対比　(後/前) 21% 61% 26%

・様子確認は分娩予定日以降の見回りのみの労働時間

表２　事故率の比較　(システム導入前後17ヶ月の比較）

ｼｽﾃﾑ導入前 R1.1～R2.5 12 3 25%

ｼｽﾃﾑ導入後 R2.6～R3.10 14 0 0%

比較期間
出産母牛

頭数

流産・死産

子牛頭数

事故率

(％)



（成果⑦）アシストスーツによる作業負担軽減

実証結果取組概要

・水稲育苗箱や籾摺り乾燥作業時の籾袋の移動作業は
腰への負担が大きい。

・飼養頭数が少なく、ロールも小型のため、グラブで
はなく手作業でトラックに積み込む事例が多く、腰
への負担が大きい。

・アシストスーツの活用により高齢化が進む農家の負
担軽減を図る。

〇水稲育苗箱運搬、草刈り、籾すり時の籾袋運搬、ＷＣＳロール
ベール運搬の４作業について２種類のアシストスーツの作業
軽減効果や適性を聞き取りにより実施。
〇コルセット型は、腰への負担軽減効果は見られたものの、籾
袋（約30kg）やＷＣＳロール（約25kg）の重量物の運び出しにつ
いて軽減効果はやや低かったとの意見。一方、トラックやフォ
ークリフトに着用のまま乗れる等、作業性が高いとの意見が
聞かれた。

〇人工筋肉型については、実証した全ての作業において腰へ
の負担軽減効果は見られた。特に籾袋、ＷＣＳロール等の重
量物を持ち上げる時の負担軽減効果は優れているとの意見
が多かった。しかし、「歩くときに違和感がある」、「スーツ自体
重くて動きづらい」との意見や、装着方法によって肩への痛み
を感じるとの意見も聞かれた。

〇４作業では双方のアシストスーツの使用効果はあると思われ
るが、コルセット型は水稲育苗箱運搬、草刈りで、人工筋肉型
は籾袋運搬、ＷＣＳロール運搬での使用が適していると考えら
れた。

写真1 実証した４作業
左から水稲育苗箱運搬、草刈り、籾すり時の籾袋運搬、ＷＣＳ
ロールベール運搬

実証結果に合わせて写真１
の注釈を「（水稲育苗箱運
搬、草刈り、籾すり時の籾
袋運搬、ＷＣＳロールベー
ル運搬」と修正しました。



（成果⑧）夜間鳥獣監視くくり罠捕獲通報システムによる作業負担軽減

実証結果取組概要

・夜間のイノシシ、シカ等のほ場への出没を監視。
・くくり罠自動通報システムによる捕獲の事前把握と見回りの

効率化を図り、鳥獣対策に係る従事時間の１割縮減を図る。
〇くくり罠通報システムについては、イノ
シシ１頭、シカ１頭が捕獲され、2件の
作動通報メールを確認。

〇鳥獣監視カメラについては、２箇所に
設置したカメラからイノシシの侵入痕
跡を確認、8月は明け方のほ場への侵
入、移動経路の確認を行うことができた。

〇遠方確認ができるように設置したが、天候
不良の夜間は露出が足りず撮影映像での
確認が困難であった。赤外線補助照明の設
置が必要。

〇事前に罠の作動を確認できることにより、作動
罠を優先的に確認できることや、留め刺し等
の処理の準備や他の仕事との調整ができた。

写真２ 捕獲されたイノシシ

写真１ 捕獲されたシカ



実証を通じて生じた課題

１．今回の実証で導入したスマート農業機械・技術

作業内容 機械・技術名 技術的な課題

１ ほ場管理支援
スマートアグリシステム
気象観測システム

通信範囲に制限があり、設置位置を考慮する必要がある。

２ 水管理 ほ場水管理システム
棚田では給水栓1台あたりの管理面積が平場よりも小さいため、費用対
効果で負担が大きい。複数枚水田への水管理対応が可能となるべき。

３ 畦畔法面雑草管理 ウインチ付きリモコン式草刈機
急勾配、凹凸の激しい中山間地の棚田法面には適応しない。ウインチ
の杭打ちなど準備作業に時間がかかる。

４ 直播、農薬散布、施肥 ドローン 徒長気味の生育を改善するための棚田に適した播種量の検討。

５ 収穫 食味・収量センサ付きコンバイン センサーの精度が食味分析計と差異があった。

６
（肉用牛繁殖）
分娩予測・監視

分娩予測・監視システム 牛舎等鉄骨による通信障害が起こるので、設置前確認が重要。

７ 運搬作業 パワーアシストスーツ 装着時の機動性にあわせた作業内容を選択することも必要。

８ 鳥獣害対策
夜間鳥獣監視システム
くくり罠捕獲通報システム

広域の棚田を2台の監視カメラで記録分析し捕獲につなげるのは困難。

２．その他

・当地域は５G未対応、かつ棚田に囲まれた丘陵地形のため、水位センサー中継機が複数台必要となった。通
信インフラによるスマート農業展開の地域間格差を縮減するための支援が必要。



問い合わせ先

○ 問い合わせ先

宮崎県高千穂町 農林振興課 （e-mail：nourin@town-takachiho.jp）
TEL：０９８２－７３－１２０８

宮崎県西臼杵支庁農政水産課 （e-mail：nishiusuki-noseisuisan@pref.miyazaki.lg.jp）
TEL：０９８２－７２－２１０８

mailto:nourin@town-takachiho.jp
mailto:nishiusuki-noseisuisan@pref.miyazaki.lg.jp


本実証課題は、農林水産省「スマート農業実証プロジェクト」（事業主体：
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構）の支援により実施され
ました。

農研機構スマート農業実証プロジェクトホームページ
https://www.naro.go.jp/smart-nogyo/


